( 刖号まで） カムイ伝 

，うにんみ 4- づき 1 こん だっ ぱん けん しゆくて4 もと ささ いつ 

かって浪人水無月右近にやぶれ、脱藩し、剣をみがき、宿敵を求めていた笹一 
角は、っいに右近と対決した。だが、そこで失し口ったのは、麗 i の逄を 

やしんち*めっけやくたち a * なく♦んだゆうさくぼう じせきがろうくさかかんへ♦え いちも/ 

っかみ、野心家目付役橘軍太夫の策謀にかかり、次席家老草加勘兵衛とその一 p う、 

じぷん けんぽうしなんやく おとうとひようまし 

また、自分のあとをっぎ剣法指南役をっいだ弟兵馬の死であった。 

ンかしんとうたフ いっかく はし ひおきじようかむ . くさかいちもん 

怒り心頭に達した一角は、ひた走りに日置城下へ向かった。まず、草加一門の 

ぎ も•のじゆつぺえいえ いか や Mjr ちち ざんしすず 

裏切り者十兵衛の家にたちより、怒りの刃をふるった。父をかばって斬死した鈴 

まえ じゆつベえ かろう いっしりゆうのしん い し 

の前で、十兵衛から家老の一子竜之進が生きていることを知らされる。そして、 

いっかく じゆつへ* え ほんしん し あくしんぐんだゆう たお ふくしゆうめ のこ じゆうへ* 

一角は十兵衛の本心を知る。悪臣軍太夫を倒すための復警の芽として残った十兵 

え ようい ぬ あな いつかく に 

衛は、用意した抜け穴から一角を逃がすのだった。 

よこめ っいき ゆう いぬ こくいつ こく もちづきり，よう の いつ 

だが、横目の追求はきびしかった。犬をっかい、刻一刻と望月領へ逃がれる一 

*' < お いっかく よこめ じゆつちゆう なぞ うんすい 

角を追いっめ、っいにその一角は横目の術中におち、あわやというとき謎の雲水 

しゆつげん すく うんすい み しのひ ► 

の出現によって救われる。それにしても、この雲水に身をやっした忍がなぜこの 

ひおきはん きんぺん はいかい いっかく すく たん 

日置藩の近辺を徘徊するかはあきらかではない。一角を救ったのも、ただ単なる 

ぐうぜん どう tj ： うしん よこめ ころ ひにんが 1 しらた^ざえもん 

偶然や同情心からでもなさそうだ。それは、横目を殺さず、非人頭弾左衛門のス 

し去！:よつ ふく 'おお はいけい かん： 

ミツキ書状によってしばったことも含めて、なにか大きな背景を感させずには 
おかない。 

はなし いっぺん れい しろおおかみせ かい もど 

さて、話は一変し、例の白狼の世界へ戻る。 

■U ''なに いっ ひ■きおおかみかため しろ うま 

他の何ものをもよせっけない一匹狼片目と、白さゆえに生れおちたときからの 

いっぴきおおかみ かい： r う きみよう でき であ ふか I ぎ げん 

一匹狼との会合は、奇妙な出来ごとであり、さらにこの出合いは、不可思議な現 

しよう しゅつげん ふた いつ，きおおかみ けっごう み め 

象を出現させた。それは、 二っの一四 狼がそれゆえに結合し、三ツ目にひきいら 

おおかみ む卜 たいけっ なか きよつどうさくせん 

れた狼の群との対決の中で、いっか協同作戦をとるようになっていったことであ 
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(禁転用転載) 
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1965年6月4日カムイ伝⑩完 

(後記） 

、もちろん、ここでかの i 尖な ffil の砵んだ1箅は、 all こ荮しての Ii 驗と4嵌の 
叫びととってもらいたい。 

かつてこの山丈;^#人村で幼児であったカムイからニギリメシをもらい、「カムイ」 
と叫んだ意味と対比させればあきらかに寘るものであるが、 X の芯の弓 I さ、 il しさ、 
豊かさに、_謇びと尊敬の感動があるとすれば、この证びは二つのもの>かる。 

これ以後、この白狼も“カムイ”と狩人 I 中間からも時 1 ばれ、この穩謹の羊でもそ 
のように呼ばれてゆくだろう。 

今回は花卷村下人正助個人に謹がしぼら; ri てしまったが、にあって TA が 
禁止されていた||み書きの i # によって W 遙芮における圭飴の労釀だに关きな塗/匕 
をもたらしたこ^:は、 i 配体制が野蛮かつ#純であってみれば、关きな由籴ごとと 
いえる 0 * 

持って生まれた天性が、彼の成1とともに いかに 1 S してゆく か、 崩#されるの 
である。 

現在の教育問題にしても、 k をあげればきりがないが、齡赫、とくに Mi に餘 
t へるん费定きらかに逆コースをめざすものであり、ここに、搶* u こ M で誠 
的勉学が要求されるのである。 

ぉ i 配者のやることは、文化が進み、高度に発1した錢®にあっても、やることは 
同じである。遠くから来たりて遠方へ行かんとするわれわれは、これをさえぎるい 
っさいのものとやすみなく斗かわなければならない。 

ま St 非人カムイ3夢は、蚰から忍法へ、そして壶る&、こつぜんとを备っ 
た。一方、カムイを求めるサエサのまえにも苦難の邊がひらかれはじめた。 

いずこかに身をかくし復饗をねらう®之 M 、 これを筋けるべく尚かった箾鋈接一： 
角、 横目との対決をねがう奇剣士耒-1、これらが& M 嶺を串芯にめぐりあし、 
いかなる形で対峙し、対決し、何をなすか、そしてその籍谷の羊で猗を庭、椅が企 
の中を動かすか、回を重ねてゆくなかでみてみよう。 



白土三平 傑作マンガ連*)!案内 

本誌連戰の「カムイ伝」でおなじみの丨☆「風魔」少年ブック（集英社）新連載 
白土三平先生の傑作マンガが、各誌に 

連載されて、全国の読者から爆発的な ☆ 1 サスケ」少 年（光文社）連載中 
人気をよんでいます。 I ☆ 「無風伝」忍法秘話（青林堂）連載中 

小学館発行の「少年サンデー」増大号 
誌上に好評連載中!！ 

むささび（増刊号） 7月13日発売 
五 ツ（増大号） 7月24日発売 

不世出の天才忍者〈カムイ〉が、不変抜 / J 霞切り 
に開眼し、さらに、飯綱落しの術を得て、ますま 
す大活躍ガ 

◎本誌連載のくカムイ伝〉とあわせて 
お読み下さい。 


講談社発行の 1 少年マガジン」誌上に 
好評連載中！！ 

伊賀百地の里に、ふしぎな術をつかう少年 
と老人がたどりついた。伊賀でも甲賀でも 
ない忍者、第3の忍者とはなにか？ 主領 
だけしか知らない正体不明の捉をあばこう 
として、つぎつぎに殺される下忍たち/ 
タンジンの術、オボロの術をはじめ、毎号 
あたらしい術を紹介しながら、いつか白土 
K 平先生の世界へ読者をいざなう傑作長篇。 




《ガロ》バック•ナンバー 

特別セ—ル/ 

39年9 月 号〜 40 年 1月 号 
一部 I 三0円 
40 年 2 月 号〜 40 年 6 月 号 
一部 I 五0円 

創刊号から 4 月号まで ワン セ 
ットそろえてお申込みの方は 
千円をお送り下さい。特別価 
格の上、送料も当社負担のサ 
1 ビス セー ルです。 

白土 三平 先生の 《カムィ 伝》 
も号を重ねるにしたがつて、 
いよいよ面白くなつてきまし 
た。途中からお読みの方は、 
ぜひハック•ナンパ—をそろ 
えて、はじめからお読み下さ 
い。《ヵムィ伝》は、39年12 
月号からはじまつています。 
なお、〈ガロ>新刊の予約セ 
I ルも行なつています。 
くわしくは、 一五九べ—ジを 
ごらん下さい。 
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新人募集第 1 回入選作発表 

〈入選作品〉顔の曲がった男の物語東京都星川てっぶ 
本 u 人々の埋葬 • 神々の話 兵庫県 っりたくにこ 
〇唄不同）おちよこで呑まない酒横浜市陳志明 

具 昼東京都渡二十四 


選後に • 


ガロ編集部 


かねてょり募集中の"ガロ々新人 
作品の第1回発表を行ないます。 

今回は、応募作品一二五点の中か 
ら、上記の四作品を誌上に掲載いた 
しました。 

選考過程においては、編集部の中 
でも議論百出、日く、デッサンの不 
足、構図等の技術不足、既成作家の 
模倣、線の混乱、個性の問題、等々 


勿論ここに掲載した四篇について 
も、決して満足すべきものではあり 
ませんが、この新人募集の目的は、 
〈埋もれた芽の発見〉にあることを 
考えて、特にその将来性に重点をお 
きました。今回選ばれた四人の人達 
をはじめ、惜しくも選に洩れた多く 
.¢7)人達の今後の努力に大きな夢を托 
したいと思います。 

また、今後も、新しい問題を提起 
するよぅな意欲的な作品を 取り上げ 
てゆく方針です。ひき続いて御応募 
下さい。 

言ぅまでもなく、誌上に 発表され 
る作品の評価は、読者によってなさ 
れるべきものです。そこで、10月号 
には' 新人の入選作品に対する読者 
の批評を小特集したいと思います。 
左記の要領で、熱意と愛情ある批評 
を どしどしお寄せ下さい。 

I 、入選作品に対する批評文 
一、四百字詰原稿用紙二枚以内 
I 、八月末日 〆 切 
I 、青林堂「ガロ編集部」宛 
I 、掲載の分には記念品進呈 


▲佳 作▼一 

「二刀と一刀」11 
「ある日のプロ ロー グ」 2 

「狂った世界」 2 
「赤目犬の島 」28 
「落 雷」3 
「わ が 心」9 
「如 来」2 
「かんけいない」 2 
「遠入の術」2 
「若い歌声」23 
「I 本 道」 
「狂った時間」12 
「人 狼 伝」24 
「殺し屋の道」24 
「最後の武器」8 
「真 P 5 
「锭の中に二ひき」10 
「魔 海： 
▲選外佳作 ▼ 

「忍び犬」(秋田県川野孝夫) 


八篇(順不同) 
茨城県竜ケ崎市 
千葉県铫子市 
東京都三鹰市 
熊本県菊地市 
京都市伏見区 
静岡県三島市 
東京都板橋区 
千葉県市川市 
大阪市東成区 
神戸市兵庫区 
京都市伏見区 
東京都豊島区 
横浜市中区 
東京都葛飾区 
長野県塩尻市： 
東京都目黒区： 
愛媛県上浮穴郡 
東京都大田区 . 


タイトルの下の 
数字は枚数 

仲村 寛 
山根 勇 
白川仁俊 
赤城正子 
阿部良明 
砂樹 I 
滑川公一 
藤田不二夫 
石本栄児 I 
谷川清美 118 

阿部良明一 
增田義春 
大谷弘行 
佐藤安信 
前田順一郎 
渡辺謙二 
石丸達男 
山崎敢造 


(秋田県川野孝夫)他 • 一〇二篇 






